
2025 年 3 月 30 日

月号 名前

タイトル：

①感じたこと（仕事・人生にどう生かすか　等）

②仲間の発表を聞いて気付いたこと

お二人は共通してナンバー２の役目を果たしチームを纏め、目標を達成されました。

社内木鶏感想用紙

3 浜内　昭成

最高のチームをつくる要諦

2023年のＷＢＣで栗山監督率いる侍ジャパンのヘッドコーチを務め世界一に貢献した

白井和幸さんと、2021年に地球帰還を果たし新たな旅に出た世界初の小惑星探査機「はやぶさ2」の

各々が出来る事を一生懸命に行動し会社が安定することが成功としての答えだと思います。

違う立場ですが私自身も出来る事を改めて考え、会社の為に努力を続けていかなければと思いました。

プロジェクトマネージャー津田雄一さんの共に最高のチームを作るという共通点を持った２人の対談を

読んでナンバー２というキーワードが気になりました。

ナンバー２とは、白井さんも津田さんも同じ意味の事を話されておりますが、チームを統一する為に

全体の意見を聞く環境を作りトップへ報告と相談をしトップの意見を確認する立場にあります。

例えトップの意見が報告と違っていてもトップを信頼して受け入れる。

このお話から学んで、会社組織としてお互いが信頼を持つことが大事で、同じ目標に向かって

そして全体へ報告する。このコミュニケーション能力が必要であり信頼関係が重要だと思いました。

TK9031
タイプライター



2025 年 3 月 31 日

月号 名前

タイトル：

①感じたこと（仕事・人生にどう生かすか　等）

②仲間の発表を聞いて気付いたこと

努力なくしては成功無しといいますが日々努力を積み重ねていかないといけない

と思いました。

成し遂げられたのだと思いました。

目標を成功させるために縦社会関係なく意見を出し合い失敗したとしても揶揄

せずどのようにして成功させるかを前向き、真剣に皆で取り組まれたと書かれて

いました。

自分だけがいい結果が出ればいいなどと思わず皆で協力していかないといけない

大切さ、目標・目的を持つことの大切さを改めて感じさせられました。

社内木鶏感想用紙

3 和太　隼人

最高のチームを作る要諦

WBCでの世界一、九つの世界初のミッションを達成された話の中で2つの話に

共通していたのはチームとして皆が同じ方向を向き、目標・目的を共有して

TK9031
タイプライター



2025 年 3 月 31 日

月号 名前

タイトル：

①感じたこと（仕事・人生にどう生かすか　等）

②仲間の発表を聞いて気付いたこと

　困難を乗り越え成功に繋げられる様、行動していかなくてはならないと感じまし

　た。最後に目標に向かって取り組む上で、時にはどんなに努力をしても、結果に

　繋がらないこともありますが、日々、自身のやるべきことを忠実に行い、自分自身

　のペースで前進し続けることが最終的に成果に繋がると思います。これからの

　人生、失敗を恐れず前向きな姿勢で色々なことに挑戦していきたいと思います。

　成功や成果を得るためには、時間がかかり、すぐに結果が出るわけではなく

　成功に向かうための過程において、どれだけ目標に向かって努力することが

　できるかが重要だと思います。また、「成るは非ず」という言葉のように。全て

　の努力が必ず成果を生むわけではなく、途中で挫折や失敗を経験することも

　あるかもしれませんが、挫折や失敗という経験も無駄な経験と受け止めるので

　はなく、成果を得るために必要な経験という前向きな考えを持ち、根気強く

社内木鶏感想用紙

3 和泉　秀治

功の成るは成るの日に成るは非ず

　　功の成るは成るの日に成るに非ずとは、結果や成功は、突然訪れることは

　なく時間をかけて努力を積み重ねることで結果に繋がるということ。

TK9031
タイプライター



205 年 3 月 31 日

月号 名前

タイトル：

①感じたこと（仕事・人生にどう生かすか　等）

社内木鶏感想用紙

3

最高のチームをつくる要諦

今回、白井さんと津田さんの対談の中にはたくさんの成長するためのヒントが

ありました。まず、目標と目的を明確化すること。目的は最終的に成し遂げたいこと

目標は目的を達成するための指標を意味します。白井さんは当時WBCのチームで

チーム全員が同じ方向を向いていないと結果潰し合いになってしまうと言っていました。

チームの為に、と対談の中でも話されているのが印象的でした。白井さんも津田さんも

そしてチームの雰囲気を醸成するのがコーチとしての役目であると。スタメンの選手がいれば

当然控えで試合に出ることのない選手もいますが、白井さんは分け隔てなく何が大切で

あるかを考えさせてくれる、導いてくれる方であると思いました。上も下も関係なく遠慮なく

アイディア・意見が出せるように無記名意見箱を導入されたり、常に全員の事を考えて

共通点は結果は良い時も悪い時もあるがそのプロセス、過程が大事であると教えて

くださいました。もちろん結果も大事ですが私も目的・目標をきちんと立てて行動できるように

考えていきたいと思いました。

②仲間の発表を聞いて気付いたこと




